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第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係

【300】旧陸軍関係戦没者の昭和41年度靖国神社合祀事務について（連絡）（昭和41年１月24日調査第27号

厚生省援護局調査課長発都道府県民生主管部長宛）



【301】靖国神社未合祀の戦争裁判関係死没者に関する祭神名票の送付について（昭和41年２月８日調査第74

号厚生省援護局調査課長発靖国神社調査部長宛）

【302】〔別紙目録 東京裁判の刑死者及び獄死者一覧〕（〔昭和41年２月〕）
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【303】旧陸軍関係戦没者の靖国神社合祀事務の協力について（通知）（昭和42年４月７日調査第241号厚生省

援護局調査課長発各都道府県民生主管課長宛）

【304】別表 昭和40年度以後における都道府県からの祭神名票受付数調（昭和42年３月31日現在）
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【
三
〇
五
】
合
祀
事
務
連
絡
会
議
開
催
に
つ
き
（
報
告
）

昭

和
42
年
５
月
９
日
）

昭
和
42
年
５
月
９
日
起
案

合
祀
事
務
連
絡
會
議
開
催
に
つ
き
（
報
告
）

み
だ
し
の
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
施
行
致
し
ま
し
た
の
で
御
報
告

致
し
ま
す
。

記

一
、
施
行
日
時

五
月
八
日
（
月
）
午
後
一
時
半
開
始

午

不
明
）

後
□
時
終
了

一
、
會

場

靖
國
神
社
洗
心
亭

一
、
出

席

者

厚
生
省
側

援
護
局

西
村
調
査

課

長

石

田

補

佐

山

野

係

長

中

島

事

務

官

村
岡
業
務
第
二
課
長

阿

部

補

佐

髙

城

事

務

官

神
社
側

池

田

権

宮

司

木

曽

禰

宜

一
、
會
議
資
料

別
紙

一
、
會
議
の
結
果

別
紙
に
朱
書
せ
る
と
お
り

一
、
合
祀
扱
ひ
と
す
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の

１
、
戦
地
・
外
地
で
精
神
病
罹
病
内
地
帰
還
後
本
籍
地
等
で
死
亡
し

た
者
。
但
し
特
別
な
死
歿
状
況
に
よ
る
者
は
保
留
す
る
。

２
、
内
地
に
お
け
る
公
務
受
傷
罹
病
に
よ
り
六
年
以
内
に
死
亡
し
た
者

（
從
来
は
三
年
以
内
）

３
、
一
般
邦
人
の
法
務
死
亡
者

４
、
阿
波
丸
殉
難
者
の
う
ち
外
務
省
官
吏
及
び
そ
の
家
族

５
、
服
務
関
連
死
歿
者
で
在
隊
在
院
中
死
歿
者

イ

精
神
病
に
よ
る
死
歿
者

ロ

自
殺
者

ハ

罹
病
後
六
年
以
内
死
歿
者
（
從
来
は
三
年
以
内
）

６
、
服
務
関
連
死
歿
者
で
帰
郷
後
の
死
歿
者

但
し
精
神
病
等
の
死
歿
者
、
三
年
以
上
経
過
者
を
除
く
。

７
、
特
別
未
帰
還
者
で
ソ
連
地
域
で
死
亡
し
た
者

８
、
特
別
未
帰
還
者
の
戦
時
死
亡
宣
告
者
で
ソ
連
地
域
の
も
の

但
し
最
終
消
息
が
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
迄
で
あ
る
こ
と
。

以

上

一、右
の
各
項
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
七
日
迄
死
亡
者
の
こ
と
。

【
三
〇
六
】
合
祀
に
関
す
る
検
討
資
料

昭
和
42
年
５
月
９
日
）

討
會

日

時

昭
和
42
年
５
月
８
日

自
午
后
１
時
30
分

至
同

７
時
30
分

場

所

靖
國
神
社
洗
心
亭

出
席
者

厚
生
省
援
護
局

西
村
調
査
課
長
、
石
田
課
長
補
佐

山
野
係
長
、
中
島
事
務
官

同

村
岡
業
務
第
二
課
長
、
阿
部
課
長

補
佐
、
髙
城
事
務
官

神
社
側

池
田
権
宮
司
、
木
曽
禰
宜

（
西
村
、
村
岡
両
課
長
は
午
后
５

時
よ
り
出
席
）

合
祀
に
關
す
る

討
資
料

資
料
作
製

靖
國
神
社
調
査
部

朱
書
数
字
の
順
に
検
討
せ
り
、
そ
の
結
果
は
逐
条
毎
に
朱
記
せ
る
と
お
り
で
あ
る
。

４
、
№
１

審
議
保
留
中
の
も
の

新
に
合
祀
陳
情
の
あ
つ
た
も
の

５
、
№
２

審
議
を
経
て
一
應
枠
外
と
し
て
あ
る
も
の

１
、
№
３

研
究
、
再
検
討
の
た
め
保
留
扱
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の

２
、
№
４

同

上

３
、
№
５

服
務
關
連
（
特
例
法
）
關
係

特
別
未
帰
還
者

以

上

№
１

審
議
保
留
中
の
も
の

１
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
内
地
へ
強
制
疎
開
中
の
死
歿
者
（
一
般
）

保
留
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引
揚
者
給
付
金
の
う
ち
の
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
。

２
、
沖
縄
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者

保
留

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
（
六
、
一
八
〇
名
）。

沖
縄
の
場
合
は
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

Ａ
、
｜
積
極
的
戦
闘
協
力
者

Ｂ
、
｜
消
極
的
戦
闘
協
力
者

Ｃ
、
｜
一
般
戦
災
死
歿
者

６
月
20
日
の
会
議
に
よ
り
合
祀
す
る
こ
と
に
決
定

３
、
サ
イ
パ
ン
、
比
島
、
満
洲
等
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者

保
留

１
、
と
同
様
。

４
、
法
務
死
歿
者

イ

Ａ

級
（
刑
死
７
名

獄
死
５
名
）

総
代
会
に
付
議
決
定
す
る
こ
と
。

ロ

内
地
未
決
中
死
亡
者
（
松
岡
元
外
相
以
下
10
名
）
｜
援
護
法
で

同

上

は
取
扱
つ
て
ゐ
な
い
。

５
、
防
空
法
に
よ
り
防
空
從
事
中
の
死
亡
者

保
留

イ

公
務
員

ロ

一
般
者
⎭ ⎬ ⎫

警
察
官
、
消
防
官
、
教
職
員
等

現
段
階
で
は
調
査
が
出
来
て
ゐ
な
い
（
自
治
省
が
動

か
な
い
）。

新
に
合
祀
陳
情
の
あ
つ
た
も
の

１
、
長
崎
医
大
生
の
原
爆
死
歿
者
（
関
係
遺
族
会
）

厚
生
省
側
の
意
見
｜
厚
生
省
関
係
で
な
い
、
法
律
上
か
ら
言
え
ば
國

と
の
関
係
は
な
い
、
一
般
戦
災
者
と
同
じ
で
あ

る
。
見
舞
金
を
出
す
こ
と
に
な
つ
た
が
取
扱
ひ
は
文

部
省
で
あ
る
。
文
部
省
と
相
談
し
て
は
ど
う
か
。

６
月
20
日
の
会
議
に
よ
り
合
祀
す
る
こ
と
に
決
定
。

２
、
広
島
縣
大
久
野
島
毒
瓦
斯
関
係
殉
職
者
縣
遺
族
会
、及
び
関
係
遺
族
会
）

共
済
組
合
の
旧
令
殉
職
年
金
を
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
者
は
合
祀
に
な
つ

て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
名
簿
を
提
出
せ
し
め
て
調
査
し
て
見
る
必
要

が
あ
る
。

３
、
軍
艦
「
河
内
」
殉
職
者
（
生
存
者
会
及
び
遺
族
会
）
｜
大
正
7．
7．
10．

瀬
戸
内
海
で
爆
沈

大
正
６
年
に
横
須
賀
で
軍
艦
「
筑
波
」
が
火
薬
庫
爆
発
を
起
し
死
歿

者
を
出
し
て
る
例
も
あ
る
。

瀬
戸
内
海
は
当
時
で
も
戦
地
の
指
定
は
無
く
又
「
河
内
」
そ
の
も
の

に
も
戦
争
勤
務
の
命
令
は
出
て
ゐ
な
か
つ
た
、
從
つ
て
他
の
例
に
も

見
る
如
く
「
平
時
訓
練
中
の
事
故
死
」
で
あ
る
が
故
に
合
祀
の
扱
ひ

は
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
考
慮
す
る
と
す
れ
ば
将
来
自
衛
隊

殉
職
と
同
時
に
扱
は
る
べ
き
で
あ
る
。

№
２

審
議
を
経
て
一
應
枠
外
と
し
て
あ
る
も
の

数
字
の
（

）
内
は
海
軍

１
、

昭
和
６
年
９
月
17
日
以
前
（
満
洲
事
変
以
前
）
の
死

歿
者

保
留

一
〔
※
１
〕

〇
五

２
、

６
年
以
上
経
過
死
歿
者

保
留

一
、一
四
三

二
八
〇
）

３
、

支
那
事
変
中
胃
潰
瘍
、
脳
溢
血
等
の
死
歿
者

保
留

四

陸
軍
中
佐

×
×
×
×

栃
木
縣

ヘ
こ
第
１
４
６
６
×
×
号

×
り
ゐ
第
１
２
２
×
×
号

Ｓ
15
、
３
、
２
中
国
山
東
省
済
南
に
お
い
て
胃

潰
瘍
（
一
等
症
）
罹
病

Ｓ
16
、
９
、
28
東
京
牛
込
区
臨
時
東
京
第
一
陸

軍
病
院
に
て
戦
病
死

４
、

外
地
で
逃
亡
後
死
亡
者

外
に
該
当
名
票
が
提
出
さ

れ
た
と
き
は
援
護
局
で
個
別
に
資
料
を

討
す
る
。

三

５
、

花
柳
病
に
よ
る
死
亡
者

保
留

一

６
、

普
通
公
務
死
亡
者

個
別
審
議

二

７
、

平
和
条
約
発
効
後
の
死
亡
者

保
留

二
二
七

（
二
九
）

８
、

法
務
死
者

イ

國
内
法
受
刑
者

保
留

七
外
ニ
一

合
祀
済

ロ

内
地
獄
死
者
で
平
和
条
約
発
効
後
の
死
亡
者

保
留

９
、

准
軍
属
（
特
別
未
帰
還
者
）
の
戦
時
死
亡
宣
告
者

八
九
六

ソ
連
地
域
は
合
祀

そ
の
他
は
）
｜
｜
保
留

（
最
終
消
息
の
年
月
日
が
昭
和
27
年
４
月
27

日
以
前
の
も
の
、
以
後
の
も
の
が
あ
れ
ば
保

留
）

10
、

戦
争
殉
難
者

イ

戦

地

ロ

内

地

11
、

航
海
訓
練
所
実
習
生
の
機
雷
遭
難
死
亡
者

大
成
丸
）

保
留

№
３

研
究
、
再
検
討
の
た
め
保
留
扱
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の

１
、

精
神
病
に
よ
る
死
歿
者

戦
地
又
は
終
戦
後
の
外
地
で
発
病
し
内
地
に
帰
還

後
在
郷
死
亡
者

〔
※
２
〕

五
一

（
本
籍
地
又
は
民
間
病
院
に
て
死
亡
）

原
則
と
し
て
合
祀
す
る
。
但
し
特
別
な
死
歿
状
況

の
も
の
は
保
留
す
る
（
個
別
審
議
）

２
、

内
地
に
お
け
る
公
務
受
傷
罹
病
者
で
三
年
以
上
経
過

死
歿
者

二
二
二

（
一
一
〇
）

戦
地
扱
ひ
と
同
様
期
限
を
六
年
に
延
期
す
る
。
但

し
昭
和
27
年
４
月
27
日
迄
の
死
歿
者
で
あ
る
こ
と
。

期
間
に
つ
い
て
は
軍
人
は
満
洲
事
変
以
降
、
軍
属

は
大
東
亜
戦
と
す
る
、
從
つ
て
７
類
、
14
類
を
修

正
す
る
こ
と
。

イ

陸
軍
少
尉

×
×
×
×

大
阪

り
に
大
第

５
７
６
１
×
×
号

20
、
８
、
６
広
島
に
お
い
て
原
爆
受
傷

25
、
12
、
３
大
阪
大
学
附
属
病
院
に
て
死
亡

ロ

陸
軍
曹
長

×
×
×
×

石
川

り
に
大
第

５
４
６
２
×
×
号

19
、
５
、
６

浜
松
飛
行
場
に
お
い
て

損

傷24
、
１
、
10

本
籍
地
に
お
い
て
癲
癇
に
て

死
亡

ハ

陸
×
×

×
×
×
×

島
根

り
に
広
第
５

１
１
１
×
×
号

19
、
６
、
29

台
湾
基
隆
に
て
肺
結
核

24
、
４
、
29

本
籍
地
に
て
同
病
に
よ
り
死

亡
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ニ

陸
軍
大
尉

×

×
×

鳥
取

ホ
ヘ
公
広

第
２
４
０
４
×
×
号

16
、
２
、
15

熊
谷
飛
行
学
校
に
て
肺
結
核

21
、
４
、
８

本
籍
地
に
て
死
亡

３
、

法
務
死
亡
者
（
一
般
邦
人
）

合
祀
す
る
。
弔
慰

金
裁
定
番
号
未
記
入
の
も
の
は
調
査
記
入
す
る
こ
と
。

五
五

イ

刑
死
、
服
役
中
病
死
、
未
決
拘
禁
中
病
死
、

朝
鮮
台
湾
本
籍
者
で
あ
る
が
本
籍
地
名
不
詳
、

起
訴
理
由
不
明
、
起
訴
理
由
（

不
明
）

毒
□
販
売
）、

櫻
ク
ラ
ブ
経
営
者
。（
訴
因
、
婦
女
子
強
制

売
淫
刑
十
年
受
刑
中
病
死
、
り
崎
ろ
第
２
３

３
×
×
号
）

ロ

身
分
別

満
洲
國
官
吏
、
會
社
員
、
教
員
、
商
人
等
。

№
４

４
、

阿
波
丸
殉
難
者

イ

外
務
省
関
係

47
｜
官
吏
及
び
そ
の
家
族
も

一
括
合
祀
す
る
。

ロ

一
般
邦
人

55
｜
一
般
戦
災
死
歿
者
と
同

様
の
取
扱
ひ
と
す
る
。
從
つ

て
今
回
は
保
留
す
る
。

（
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
共
同
通
信
、
王

子
製
紙
等
関
係
者
及
そ
の
家
族
）

更
に
援
護
局
と
外
務
省
と
談
合
す
る
こ
と

と
す
る
。

６
月
20
日
の
会
議
に
よ
り
合
祀
す
る
こ
と

に
決
定
。

５
、

要
調
査
（
発
病
年
月
日
、
場
所
、
病
名
、
公
扶
裁
定

済
否
等
不
明
）

一
二
九
九

（
二
二
六
）

６
、

帰
郷
後
の
発
病

５
、

６
、

⎭⎬⎫
援
護
局
に
返
戻
し
同
局
に
て
出
来
る
だ
け
再
調
査

す
る
。
但
し
発
病
年
月
日
、
場
所
が
不
明
の
も
の

に
つ
い
て
は
入
隊
（
応
召
）、
除
隊
（
召
集
解
除
）

の
年
月
日
を
記
入
す
る
こ
と
と
す
る
。

№
５

服
務
関
連
（
特
例
法
）
関
係

１
、
在
隊
在
院
死
亡
者
の
う
ち
保
留
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
。

イ

発
病
年
月
日
場
所
病
名
そ
の
他
不
明
の
も
の四
七
三
（
一
〔
※
３
〕

九
〇
）

№
４
の
５
と
同
様
の
取
扱
ひ
と
す
る
（
援
護
局
戻
し
）。

ロ

病
名
（
精
神
病
、
自
殺
等
）

八
六
（
一
四
四
）

№
３
の
１
と
同
様
の
取
扱
ひ
と
す
る
（
合
祀
）。

ハ

３
年
以
上
経
過
死
亡

五
六
（
三
四
）

№
３
の
２
と
同
様
の
取
扱
ひ
と
す
る
（
六
年
に
延
長
）。

援
護
法
上
の
取
扱
ひ
も
退
職
後
４
年
罹
病
後
12
年
以
内
の
死
歿

者
は
公
務
罹
病
基
因
と
見
做
す
よ
う
法
改
正
決
定
見
込
み
の
段

階
で
あ
る
（
現
行
退
職
後
２
年
罹
病
後
６
年
）。

２
、
イ
在
郷
死
亡
の
た
め
保
留
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の

一
二
五
四
（
一
、
五
六
一
）

原
則
と
し
て
合
祀
す
る
（
今
回
を
以
つ
て
こ

二
字
不
明
）

の
□
□
歿
状
況
の

合
祀
は
は
じ
め
て
の
取
扱
ひ
と
な
る
）。

ロ

発
病
年
月
日
等
不
明
の
も
の

一
八
七
（
一
、
〇
八
〇
）

№
４
の
５
と
同
様
の
取
扱
ひ
と
す
る
（
援
護
局
戻
し
）。

ハ

病
名
（
精
神
病
等
）

四
（
九
三
）

保
留
扱
ひ
と
す
る
。

ニ

３
年
以
上
経
過
死
亡
者

二
〇
八
（
三
四
）

保

留
（
從
来
通
り
）

ホ

６
年
以
上
経
過
死
亡
者

二
七
（
三
）

保

留
（
從
来
通
り
）

３
、
帰
郷
後
再
入
院
死
亡
者

八

№
５
の
２
の
イ
と
同
様
の
扱
ひ
と
す
る
（
合
祀
）。

特
別
未
帰
還
者

１
、
ソ
連
地
域
で
の
死
亡
者
｜
合
祀
す
る
。

三
七
六

身
分

個
有
の
身
分
不
詳
、
開
拓
団
員
、
特
務
副
長
、
警
察
官
、

憲
兵
団
、
ハ
イ
ラ
ル
隊
、
官
吏
（
満
洲
國
）、
軍
官
学

校
生
徒
、
畜
産
支
社
長
、
満
鉄
社
員
、
刑
務
所
員
、
会

社
員
、
特
髙
副
長
、
山
海
関
鉄
道
員
、
樺
太
開
発
社
員
。

２
、
中
国
地
区
で
の
死
亡
者
｜
援
護
局
へ
返
戻
し
再
調
査
す
る
。

一
、
八
二
四

身
分

個
有
の
身
分
不
詳
（
一
、
四
九
〇
）
義
勇
隊
員
（
一
八

一
）
開
拓
団
員
（
八
三
）、
満
洲
国
軍
人
、
官
吏
、
警

察
官
、
満
鉄
社
員
、
会
社
員
、
邦
人
、
慰
問
団
員
、
看

護
婦
等

３
、
マ
ラ
イ
地
区
で
の
死
亡
者

４
、
上
記
以
外
の
地
で
の
死
亡
者
⎭ ⎬ ⎫

援
護
局
へ
返
戻
し
再
調
査
す
る
。
二

朝
鮮

四
五
）内
地

四
〇
）不
明

二

六
）

〔
※
１
〕

以
下
、
こ
の
欄
に
限
り
、
編
集
の
都
合
上
、
原
史
料
で
は
ア
ラ

ビ
ア
数
字
を
使
用
し
て
い
る
部
分
を
、
漢
数
字
を
使
用
し
て
表
記

し
た
。

〔
※
２
〕

漢
数
字
を
使
用
し
て
表
記
し
た
。

〔
※
３
〕

以
下
、
編
集
の
都
合
上
、
原
史
料
で
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
使
用

し
て
い
る
部
分
を
、
漢
数
字
を
使
用
し
て
表
記
し
た
。
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【
三
〇
七
】
合
祀
事
務
に
関
す
る
打
合
事
項
に
つ
き
（
報
告
）

昭
和
42
年
６
月
22
日
）

昭
和
42
年
６
月
20
日
起
案

６
月
22
日
決
裁

合
祀
に
関
す
る
打
合
事
項
に
つ
き
（
報
告
）

昭
和
四
十
二
年
五
月
八
日
開
催
の
合
祀
事
務
連
絡
會
議
（
既
報
告
済
）
の

後
に
五
月
十
八
日
長
崎
医
科
大
学
原
爆

牲
者
学
徒
の
靖
國
神
社
合
祀
陳

情
書
が
同
遺
族
會
（
倉
成
代
議
士
、
永
石
援
護
課
長
同
道
）
よ
り
提
出

（
既
報
告
済
）
さ
れ
た
の
で
こ
の
事
項
を
中
心
と
し
て
、
関
連
事
項
を
も

含
め
重
ね
て
打
合
會
を
開
催
し
た
の
で
左
記
の
通
り
御
報
告
致
し
ま
す
。

記

一
、
日

時

昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
日
（
火
）
午
前
十
一
時

よ
り
午
後
一
時
半
迄
）

一
、
場

所

靖
國
神
社
洗
心
亭

一
、
出

席

者

厚
生
省
援
護
局

西

村

調

査

課

長

石

田

課

長

補

佐

中

島

事

務

官

業
務
第
二
課

村

岡

課

長

阿

部

課

長

補

佐

神
社
側

池

田

権

宮

司

木

曽

禰

宜

一
、
議
題

１
、
長
崎
医
科
大
学
原
爆

牲
学
徒
合
祀
の
件

２
、
阿
波
丸
殉
難
者
合
祀
の
件

３
、
沖
縄
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者
合
祀
の
件

４
、
長
崎
医
科
大
学
原
爆

牲
教
職
員
合
祀
の
件

５
、
対
馬
丸
疎
開
学
童
付
添
教
職
員
等
合
祀
の
件

６
、
広
島
原
爆

牲
国
民
義
勇
隊
員
中
の
教
職
員
合
祀
の
件

一
、
説
明

１
、
学
徒
動
員
令
に
よ
り
徴
用
中
の
学
徒
の
う
ち
医
学
生
は
医
師
欠

乏
を
一
日
も
早
く
補
充
す
る
為
動
員
令
を
解
除
し
学
舎
に
復
帰

せ
し
め
随
っ
て
夏
期
休
暇
時
期
な
と
も
こ
れ
を
返
上
せ
し
め
て

授
業
中
原
爆
に
よ
り
死
亡
し
た
る
も
の
な
り
。
從
っ
て
國
家
の

要
請
は
事
実
上
二
重
に
あ
っ
た
も
の
と
考
へ
て
も
よ
い
状
況
で

あ
っ
た
。
國
よ
り
見
舞
金
七
萬
圓
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
こ
れ
が
行
政
取
扱
ひ
は
文
部
省
大
学
学
術
局
学
生
課
で

あ
る
。

２
、
阿
波
丸
は
緑
十
字
の
非
武
装
船
で
捕
虜
交
換
船
で
あ
っ
た
が
台

湾
沖
で
米
潜
水
艦
の
攻
撃
を
う
け
沈
没
し
た
死
歿
者
の
う
ち
陸

海
軍
関
係
軍
人
軍
属
準
軍
属
は
合
祀
済
で
あ
る
が
、
外
務
省
関

係
官
吏
及
そ
の
家
族
又
一
般
邦
人
（
報
道
関
係
者
及
そ
の
家
族

等
）
は
未
合
祀
で
あ
る
。
國
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
。

外
務
省
人
事
課
の
取
扱
ひ
で
あ
る
。

３
、
沖
縄
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者
と
は
満
六
才
以
下
の
者
又
は
六
十

五
才
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
國
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
ゐ

る
。
取
扱
ひ
は
總
理
府
特
別
連
絡
事
務
局
で
あ
る
。

４
、
長
崎
医
科
大
学
生
と
共
に
授
業
中
原
爆
に
よ
り
死
亡
し
た
教
職

員
で
あ
つ
て
身
分
が
國
家
公
務
員
で
あ
つ
て
遺
族
に
対
し
て
は

文
官
公
務
扶
助
料
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
。
取
扱
ひ
は
文
部
省
人

事
課
で
あ
る
。

５
、
内
地
本
籍
者
は
合
祀
に
な
っ
て
ゐ
な
い
。
取
扱
ひ
は
文
部
省
人

事
課
で
あ
る
。

６
、
教
職
員
で
合
祀
に
な
っ
て
ゐ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

取
扱
ひ
は
文
部
省
人
事
課
で
あ
る
。

一
、
右
六
項
目
に
つ
い
て
検
討
の
結
果
基
本
的
に
は
國
が
処
遇
を
講
じ
た

の
で
あ
る
か
ら
合
祀
す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
。

一
、
事
務
的
取
扱
ひ
方
法
に
つ
い
て
は

１
、
合
祀
予
定
基
本
線
と
し
て
厚
生
省
よ
り
関
係
各
省
に
連
絡
を
計
り

資
料
を
神
社
に
提
供
出
来
得
る
如
く
検
討
実
施
す
る
。

長
崎
医
科
大
学
生

文
部
省
学
生
課

阿
波
丸
関
係

外
務
省
人
事
課

北
米
課
）

沖
縄
消
極
的
戦
闘
協
力
者

特
別
連
絡
事
務
局

⎭―― ⎬ ――⎫
厚
生
省
か

ら
連
絡
を

す
る
。

長
崎
原
爆
教
職
員

広
島

〃

⎭ ⎬ ⎫
文
部
省
人
事
課

対
馬
丸
付
添

〃

２
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
末
日
迄
に
見
舞
金
支
給
裁
定
済
の
も
の
の
名

票
を
神
社
に
提
出
す
る
。

後
の
も
の
は
昭
和
四
十
三
年
度
合
祀
と
す
る
こ
と
。

一
、
合
祀
完
了
の
た
め
の
事
務
的
方
途
を
講
す
る
為
に
は
援
護
局
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
担
当
者
會
合
等
が
あ
れ
ば
そ
の
時
期
を
利
用
し
て
、
神
社
側
よ

り
も
出
向
し
て
説
明
を
行
う
等
積
極
的
に
協
力
方
要
請
致
し
度
い
の
で
、

本
省
側
と
し
て
も
右
を
考
慮
に
入
れ
て
こ
れ
が
実
現
方
に
つ
い
て
の
方

途
を
考
究
し
て
欲
し
い
旨
申
入
れ
、
援
護
局
側
も
諒
承
す
。

以

上
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【
三
〇
九
】
合
祀
に
関
す
る
検
討
資
料
（
昭
和
44
年
１
月
31
日
）

合
祀
に
関
す
る
検
討
資
料

日
時

昭
和
44年

１
月
31日

自
午
後
２
時

至
同

６
時

場
所

靖
國
神
社
々
務
所

出
席
者

厚
生
省
援
護
局

西
村
調
査
課
長

石
田
補
佐

山
野
業
務
班
長

中
島
資
料
係
長

同
村
岡
業
務
第
二
課
長

阿
部
補
佐

脇
田
補
佐

元
木
係
長

靖
國
神
社

池
田
権
宮
司

同
木
曽
禰
宜

資
料
作
製

靖
國
神
社
調
査
部

資
料

目
録

１
、
保
留
名
票
に
つ
い
て

２
、
再
確
認
事
項

３
、
今
年
度
名
票
上
申
の
見
込
及
び
対
策
に
つ
い
て

４
、
新
規
合
祀
陳
情
の
あ
つ
た
も
の

保
留

名
票

陸
軍

之
部

海
軍

之
部

（
陸

軍
）

１
要

調
642

公
扶
不
明
、
記
事
不
足

記
事
不
明

２
研

究
1

３
公
扶
非
該
當
・
公
扶
な
し

6

４
公
扶
未
裁
定
・
未
請
求
・
請
求
中

(不
明

□
５

特
例
否
・
不
適
格

5
６

終
戦
后
内
地
発
病

７
特
別
未
帰
還
者

（
内
地
死
亡
者
）

８
（
講
和
発
効
の
日
）
以
後
に

ソ
連
・
中
共
地
区
で
の
死
亡
者

一
時
保
留
し
あ
る
も
の

９
六
年
以
上
經
過
死
亡
者

神
社
か
ら
縣
へ
送
付
し
整
備
せ
し

公
務
要
確
認

944
め
る
。

10
沖
縄
戦
闘
協
力
者
(消
極
的
見
舞
金

未
請
求
者

92
調
査
課
で
総
理
府
と
連
絡
し
、

こ
れ
を
確
認
の
上
合
否
を
決
定

す
る
。

「
死
歿
者
申
立
書
」
に
あ
る
が

「
見
舞
金
支
給
台
帖
」
に
無
い
者

56
11

法
務
関
係

一
般

人
で
公
務
死
亡
の
確
認
が

出
来
な
い
者

台
湾
朝
鮮
本
籍
者
で
資
料
不
備
及

び
公
務
確
認
出
来
な
い
者

朝
鮮

6
台

湾
1

47

該
當
名
票
を
調
査
課
へ
返

し
再
調
査
す
る
。

(当
日
石
田
補
佐
に
渡
済
）

（
陸

軍
）

区
分

県
要
調

研
究

公
扶

非
該
当
公
扶
未

裁
定
等
特
例
否
終
戦
后

内
地
発

病

特
未
内

地
死
亡
一
時
金

そ
の
他
講
和
後

死
亡

六
年
以

上
經
過

後
死
亡

計

北
海
道

7
1

1
1

14
2

26

青
森

13
4

203
22

100
25

367

岩
手

3
42

24
69

宮
城

3
8

4
18

1
34

82
150

秋
田

4
2

6

山
形

2
5

9
1

17

福
島

6
8

1
7

2
3

4
31

新
潟

1
9

1
4

15
30

309
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調
査
課
で
再
検
討
の

上
こ
れ
を
整
備
し
合

祀
扱
ひ
と
す
る
。

神
社
か
ら
直
接
各
縣
へ
名
票
を
送

付
し
整
備
せ
し
め
た
る
上
で
合
否

を
決
定
す
る
。
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茨
城

3
1

39
1

11
1

56

栃
木

23
7

11
1

42

群
馬

1
3

4

埼
玉

2
6

13
3

13
55

2
94

千
葉

1
1

5
67

14
88

東
京

1
4

5
2

2
3

1
18

神
奈
川

35
7

10
3

1
64

45
165

山
梨

1
2

1
5

9

靜
岡

22
2

5
6

3
2

36
16

92

富
山

7
21

5
33

石
川

8
2

1
1

7
1

20

福
井

16
1

1
1

1
28

66
114

長
野

53
8

3
3

1
120

13
201

岐
阜

2
16

2
2

22

愛
知

50
2

14
10

1
1

3
1

82

三
重

1
1

滋
賀

1
14

3
2

1
21

京
都

13
2

57
2

83
70

227

大
阪

2
8

1
89

73
173

兵
庫

10
7

3
19

53
1

35
134

42
304

奈
良

6
2

14
30

52

和
歌
山

鳥
取

4
1

35
4

24
53

11
132

島
根

3
1

2
4

3
3

16

岡
山

68
1 3

27
1 16

1
10

25
115

32
407

広
島

6
43

19
2

27
32

9
138

山
口

2
1

43
39

4
1

1
41

44
21

197

徳
島

1
1

28
2

28
107

80
247

香
川

1
17

17
35

愛
媛

33
2

61
43

1
22

62
67

291

髙
知

10
6

26
1

23
1

45
17

129

福
岡

200
2

139
9

16
27

27
6

426

佐
賀

12
1

12
1

51
64

141

長
﨑

1
(特
未
)
22

23

熊
本

4
1

1
2

1
1

14
12

36

大
分

37
6

1
2

4
6

6
62

宮
﨑

270
103

54
1

1
77

97
25

628

鹿
児
島

28
6

13
1

12
114

61
235

沖
縄

32
32

合
計

642
192

690
460

593
11

55
394

1,708
944

5,689

県

区
分

要
調

公
扶
不
明

記
事
不
足

記
事
不
明

研
究

公
扶

非
該
当

裁
定
な

し

公
扶
未
裁
定

未
請
求

請
求
中

特
例
否

不
適
格
終
戦
后

内
地
発

病

特
未

内
地
死

亡

一
時
金

三
号
扶

増
恩

普
恩

講
和
后

死
亡

⎧｜｜⎩

内
地
ソ
連
中
共

⎫｜｜⎭

六
年
以

上公
扶
要

確
認

未
返

名
票
内
訳
（
陸
）

県
軍
人
軍
属

特
未

県
軍
人
軍
属

特
未

宮
城

262
岡

山
46

秋
田

13
徳

島
18

福
島

7
福

岡
372

東
京

9
126

佐
賀

17

靜
岡

61
長

﨑
7

163

石
川

3
熊

本
1

31

福
井

17
31

宮
﨑

3

長
野

969
鹿
児
島

97

大
阪

16

兵
庫

57

和
歌
山

1
合

計
827

1,500

310



（
陸
）

合
祀
前
の
調
査
に
基
く
既
合
祀
数

北
海
道

1
東

京
342

京
都

23
愛

媛
34

青
森

5
神
奈
川

126
大

阪
9
髙

知
12

岩
手

23
山

梨
12

兵
庫

834
福

岡
47

宮
城

18
靜

岡
32

奈
良

39
佐

賀
6

秋
田

11
富

山
20

和
歌
山

6
長

﨑
32

山
形

8
石

川
10

鳥
取

41
熊

本
46

福
島

75
福

井
55

島
根

8
大

分
63

新
潟

61
長

野
37

岡
山

146
宮

﨑
8

茨
城

21
岐

阜
66

広
島

302
鹿
児
島

130

栃
木

4
愛

知
216

山
口

189
玉

35

群
馬

11
三

重
31

徳
島

14
沖

縄
2

千
葉

11
滋

賀
16

香
川

1
合

計
3,239

（
海
）
172

總
計

4,454

（
海

軍
) 〔
※
1〕

１
公
務
要
確
認

41
２

研
究

離
隊
逃
亡

戦
時
死
亡
宣
告
（
離
隊
後
）

19
154

公
務
裁
定
の
も
の
は
原
則
と
し
て

合
祀
扱
と
す
る
。

自
殺

72
戦
地
公
務
可

精
神
病

25
内
地
公
務
不
可

３
六
年
以
上
経
過
死
亡

特
弔
裁
定
不
可

公
扶
進

233
公
扶
短

6
記
号
無
し

366
増
恩
（
傷
恩
）

6
４

特
例
扶
権
者
な
し

5
６

一
戦
協
（
嘱
託
無
給
）

内
地
発
病
内
地
死
亡

4
占
守
島
に
て
罹
病
内
地
死
亡

8
失
踪
宣
告

（
死
歿
に
伴
う
無
給
採
用
）

2

再
確

認
事

項

１
、
戦

地
（
援
護
法
所
定
）
に
お
け
る
消
極
的
戦
闘
協
力
者
〔
※
2〕

イ
南
洋
諸
島

ロ
比

島
ハ

満
洲

ニ
そ
の
他

２
、

サ
イ
パ
ン
か
ら
内
地
強
制
疎
開
中
の
死
歿
者
（
一
般
）
―
―
合
祀
可
〔
※
3〕

３
、
法
務
死
歿
者
〔
※
4〕

イ
Ａ

級
（
12名

）
ロ

内
地
未
決
死
歿
者
（
10名

）

⎫⎬⎭
合
祀
可

４
、
防
空
法
に
よ
る
防
空
從
事
中
の
死
歿
者

イ
公

務
員

合
祀
可

ロ
一

般
下
記
三
種
に
別
け
る
こ
と
が
出
来
る

時
期
的
に
は

割
合
早
く
処

理
出
来
る
か

も
知
れ
ぬ
。

⎧｜｜｜｜⎨｜｜｜｜⎩

１
、
防
空
監
視
哨
の
隊
員

陸
軍
海
軍
と
一
体
と
な
つ
て
こ
の
勤
務
に
当
つ
て
ゐ
た
関
係
で
援

護
法
で
取
扱
う
こ
と
と
な
つ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
厚
生
省
で
把
握

業
務
を
推
進
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
対
象
人
員
一
〇
〇
名
程
度

の
見
込
み
で
あ
る
。

２
、
一
般
警
防
（
消
防
）（
警
防
団
）
從
事
者

対
象
人
員
は
把
握
し
て
ゐ
な
い
が
、
こ
れ
か

ら
消
防
庁
で
見
舞
金
支
給
事
務
を
取
扱
う
こ

と
ゝ
な
つ
た
。

３
、
医
療
関
係
者
（
救
護
要
員
）
担
当
官
庁
も
決
つ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
こ
れ
か
ら
調
査
も

進
め
ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
る
。

今
年
度
名
票
上
申
の
見
込
及
び
対
策
に
つ
い
て

１
、
全
体
に
つ
い
て
の
通
し

．
合

（
今
年
度
名
票
上
申
見
込
数
）

陸
軍

18,000
（
台
湾
）

3,000 ⎫⎬⎭
計
21,000名

海
軍

2,240
（
台
湾
）

2,100 ⎫⎬⎭
計
4,340名

⎫｜⎬｜⎭

合
計
25,340名

◎
朝
鮮
は
未
処
理
の
為
今
後
の
問
題
と
し
て
残
る
。

◎
他
省
関
係
（
外
務
、
運

、
逓
信
、
自
治
、
警
察
庁
）
に
対
し
て
厚
生
省
で
連
絡
を
図
り
た
る
上
で
、

⎭ ⎬ ⎫

311

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



神
社
側
と
同
道
要
談
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

又
厚
生
省
関
係
の
文
官
に
つ
い
て
も
厚
生
省
（
調
査
課
）
で
調
査
研
究
の
こ
と
と
す
る
。

靖
國
神
社
御
創
立
百
年
度
の
関
係
も
あ
つ
て
、
神
社
側
と
し
て
は
こ
ゝ
で
合
祀
完
了
の
線
を
出
し
度
い
。

そ
の
為
に
各
縣
知
事
に
対
し
て
協
力
方
を
宮
司
名
を
以
つ
て
要
請
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
方
が
有
利
で

あ
れ
ば
、
そ
の
様
に
取
進
め
る
こ
と
も
考
慮
し
て
よ
い
。
更
に
は
そ
の
他
有
効
な
る
方
法
が
あ
れ
ば
神
社

側
で
も
検
討
し
た
い
が
如
何
。

こ
れ
に
対
し
て
西
村
課
長
は
「
援
護
局
で
検
討
し
た
上
で
改
め
て
回
答
す
る
」
と
の
答
で
あ
つ
た
。

２
．

３
．

４
．

台

新
規

合
祀

陳
情

の
あ

つ
た

も
の

１
、
戦
没
者

×
×
×
×
〔
※
5〕

本
籍

×
×
×
×

死
歿
状
況

昭
和
15、

８
第
一
線
要
員
に
編
入
さ
れ
た
営
庭
に
於
て
軍
装
検
査
中
心
臓
痲

痺
の
た
め
死
亡

恩
給
法
等
の
適
用

公
務
扶
助
料
・
弔
慰
金
受
給
せ
ず

２
、
旧
東
京
女
子
薬
学
専
門
学
校
学
生

×
×
×
×
〔
※
6〕

本
籍

×
×
×
×

死
歿
状
況

昭
20、

８
、
９

長
﨑
医
科
大
学
薬
局
に
於
て

務
実
習
中
原
爆
に
よ
り
死
亡

見
舞
金

文
部
省
告
示
に
よ
る
支
給
対
象
外
と
し
て
支
給
さ
れ
て
ゐ
な
い

３
、
戦
没
者

城
津
燈
台
長

×
×
×
×

×
×
×
×

〔
※
7〕
同

次
席

×
×
×
×

×
×
×
×

死
歿
状
況

昭
20、

８
、
28

燈
台
附
近
に
近
接
し
て
発

の
ソ
連
兵
と
交
戦
殉
職
死
亡
す

〔
※
1〕
全
般
（
全
体
）
に
つ
い
て
業
務
第
二
課
で
再
検
整
備
す
る
。

〔
※
2〕
現
在
引
揚
者
給
付
金
事
務
及
び
在
外
財
産
関
係
事
務
（
總
理
府
）
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
段
階
で
あ
つ
て
、

昭
和
45年

ま
で
を
要
す
る
の
で
、
こ
れ
が
終
了
し
て
は
じ
め
て
資
料
が
把
握
出
来
る
。
昭
和
46年

度
で
は
じ
め
て
各
縣
の
資
料
に
基
き
取
扱
う
こ
と
が
出
来
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
一

定
の
基
準
（
期
間
、
地
域
等
）
を
設
け
該
当
者
の
資
料
を
縣
か
ら
提
出
し
む
る
こ
と
と
す
る
。

〔
※
3〕
主
と
し
て
海
軍
関
係
に
資
料
が
あ
る
（
給
付
金
支
給
関
係
）
該
当
者
は
1,574名

（
内
沖
繩
本
籍
者

670名
を
含
む
）

本
籍
は
海
軍
側
資
料
、
遺
族
関
係
は
各
縣
で
把
握
し
て
ゐ
る
。

事
務
上
の
関
係
で
、
１
、
と
２
、
と
同
時
に
扱
う
こ
と
と
す
る

（
沖
縄
の
見
舞
金
支
給
基
準
と
同
様
の
者
を
取
扱
う
こ
と
と
す
る
）

時
期
的
に
は
昭
和
45年

度
或
は
昭
和
46年

度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

〔
※
4〕
合
祀
可

総
代
曾
の
意
向
も
あ
る
の
で
合
祀
決
定
と
す
る
が
外
部
発
表
は
避
け
る
。
又
合
祀
通
知
状

は
遺
族
直
接
に
神
社
か
ら

け
る
こ
と
と
し
て
、
縣
を
経
由
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

〔
※
5〕
弔
慰
金
は
死
歿
が
昭
16、

12、
８
以
前
の
為
非
該
当
で
あ
る
。
公
務
扶
助
料
が
、
そ
の
当
時
に
於
て

裁
定
に
な
つ
て
ゐ
な
い
。
と
云
う
こ
と
は
何
か
死
因
に
問
題
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
証
人
の
証

言
が
皆
同
じ
こ
と
を
云
つ
て
ゐ
る
点
等
理
解
出
来
難
い
点
も
あ
る
。
現
時
点
で
こ
の
件
を
取
上
げ
る

こ
と
は
無
理
の
よ
う
だ
。

〔
※
6〕
問
題
外
と
思
は
れ
る
。

〔
※
7〕
所

管
外
務
省

朝
鮮
総
督
府
関
係
で
恩
給
法
に
基
く
処
理
状
況
を
調
査
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
外
務
省
に
問
合
せ
る
こ
と
と
す
る
。

死
亡
が
法
務
局
の
記
録
通
り
20、

10、
17で

あ
れ
ば
特
別
未
帰
還
者
と
し
て
の
取
扱
ひ
が

出
来
る
と
思
う
が
、
既
に
時
効
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
援
護
法
で
は
取
扱
う
こ
と
が
出
来
な

い
。

③
上
記
が
確
認
出
来
れ
は
合
祀
扱
ひ
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。
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【
三
一
一
】
合
祀
事
務
に
関
す
る
検
討
（
資
料
）
昭
和
45
年

２
月
10
日
）

合
祀
事
務
に
關
す
る

討
（
資
料
）

日

時

昭
和
45
年
２
月
10
日
（
火
）
14
時
半
に
変
更
す

13
時

場

所

靖
國
神
社
々
務
所

出
席
者

厚
生
省
側

柏
井
補
佐
、
山
崎
班
長
、
中
島
班

長
（
前
資
料
係
長
）、
堀
資
料
係
長
（
新
任
）、

阿
部
補
佐
、
脇
田
補
佐

神
社
側

池

田

権

宮

司

木

曽

禰

宜

（
資
料
作
成

靖
國
神
社
調
査
部
）

資
料
目
録

⑴

保
留
名
票
に
つ
い
て

⑵

再
確
認
事
項

⑶

今
年
度
名
票
上
申
の
見
込

⑷

合
祀
洩
れ
（
基
準
内
）
調
査
の
対
策

⑴
保

留

名

票

に

つ

い

て

陸
軍
之
部
〔
※
１
〕

１

公
務
要
調

三
五

２

記
事
不
備

二
〇
〇

⎭ ⎬ ⎫
中
島
班
長
、
堀
係
長
来
社

の
上
個
々
に
つ
い
て
検
討

の
上
取
扱
方
を
決
め
る
。

３

研
究

一
四
〇

法
務
関
係

現
在
保
留
扱
と
な
つ
て
ゐ
る

事
情
説
明
（
木
曽
）

４

Ａ
級

内
地
未
決

一
二二

⎭ ⎬ ⎫
合
祀
扱
ひ
と
す
る
と
き
は

両
者
同
時
扱
ひ
を
至
当
と

す
る
。

５

ソ
連
満
洲
支
那
で

七
三

１
、
と
同
様

27
・
４
・
27
以
後

厚
生
省
に
て
検
討
す
る
。

の
死
歿
者

６

未
裁
定

三
三
〇

７

未
請
求

一
、
五
〇
〇

⎭ ⎬ ⎫
取
扱
ひ
方
法
に
つ
い
て
厚

生
省
で
検
討
す
る
。
９
、

11
と
同
じ
扱
ひ
。

８

公
扶
な
し

一
七
〇

９

受
給
権
者
な
し
・

遺
族
な
し
・
適
格

遺
族
な
し

二
五
〇

取
扱
方
法
に
つ
い
て
厚
生
省

で
検
討
す
る
。
11
と
同
じ
扱

ひ
。

10

異
議
申
立
中

二
一

11

公
扶
非
該
當

二
五
〇

12

非
公
務

一
六
〇

13

１
特
例
法
否

２
同
不
適
格

３
同
不
適
格
見
込

八
〇
〇

⎭――――⎬――――⎫
６
と
同
様

14

却
下

一
、
五
〇
〇

15

増
恩
（
三
扶
）

三
五
〇

保
留

16

普
扶

五
〇

〃

17

一
時
金

五
〇
〇

〃

18

書
類
返

六
〇

６
と
同
様

19

支
那
事
変
中
病
名

一
三

公
務
扶
助
料
裁
定
済
者
は
合

祀
可

20

病
名

花
柳
病
等
）

一
九

保
留

21

満
洲
前

七
〇
〇

〃

海
軍
之
部

１

公
扶
未
記
入

二
五
〇

業
務
第
二
課
で
再
調
の
こ

と
ゝ
す
る

２

支
那
事
変
病
名

五

公
務
裁
定
済
者
は
合
祀
可

３

要
研
究
（
再
調
）

四
〇
〇

１
、
と
同
格

４

講
和
後

六
〇
〇

保
留

５

対
象
外

一
三
、〇
〇
〇

１
、
と
同
格

⑵
再
確
認
事
項

１
、
戦
地
に
お
け
る
消
極
的
戦
闘
協
力
者

研
究
課
題
と
す
る
。

ア
、
南
洋
諸
島

対
馬
丸
殉
難
学
童
の
取
扱
ひ
は
一
応
別
と
し

て
、
単
独
に
研
究
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

イ
、
比

島

ウ
、
満

洲

｜

12
万
人
程
該
当
者
が
あ
る
。

エ
、
そ

の

他

２
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
内
地
強
制
疎
開
中
の
死
歿
者
（
一
般
）

１
、
と
同
様

３
、
防
空
法
に
よ
る
防
空
從
事
中
の
死
歿
者

ア
、
公
務
員

イ
、
一

般

昭
和
44
年
７
月
に
援
護
法
が
改
正
さ
れ
た
の
で
、

援
護
法
に
よ
り
裁
定
さ
れ
た
者
は
合
祀
可
な
り
。

４
、
他
省
関
係
（
外
務
、
運

、
逓
信
、
自
治
、
警
察
庁
）

厚
生
省
援
護
課
に
資
料
が
或
程
度
有
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
等
に
つ
い
て

研
究
し
て
み
る
こ
と
ゝ
す
る
。

⑶
今
年
度
名
票
上
申
の
見
込

予
算
上
の
目
標
数

陸
軍

一
三
、
〇
〇
〇

海
軍

五
、
〇
〇
〇

計

一
八
、
〇
〇
〇

こ
の
う
ち
海
軍
の
合
祀
可
は
二
、
〇
〇
〇
程
度
と
思
は
れ
る
。
陸
軍
は
一

応
一
三
、
〇
〇
〇
が
合
祀
可
と
考
へ
て
ゐ
る
。

⑷

合
祀
洩
れ
（
基
準
内
）
調
査
の
対
策
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対
策

案
の
一
（
阿
部
補
佐
）

日
本
遺
族
会
の
機
構
を
利
用
し
て
市
町
村
で
未
合
祀
者
を

調
査
し
こ
れ
を
縣
庁
又
は
神
社
で
調
査
実
施
の
上
合
祀
済

の
者
に
は
通
知
状
再
発
行
、
未
合
祀
者
は
縣
で
名
票
化
し

て
神
社
に
送
付
す
る
こ
と
ゝ
せ
ば
100
％
は
出
来
な
い
が
少

く
と
も
熱
心
な
遺
族
を
対
象
と
し
て
効
果
が
期
待
出
来
る

の
で
は
な
い
か
。

案
の
二

各
縣
遺
族
会
長
か
ら
縣
担
当
係
長
に
要
請
す
る
如
く
連

絡
を
計
る
。

現
段
階
で
保
留
中
の
名
票
整
備
或
は
再
調
査
等
要
請
し

よ
う
と
す
る
時
第
一
、
第
二
案
を
縣
へ
要
請
す
る
と
業

務
が
重
な
る
こ
と
ゝ
な
り
縣
で
は
ど
ち
ら
も
応
じ
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
案
は
時
期
を
検
討
し
な
が
ら
更
に
研
究
す

る
こ
と
ゝ
す
る
。

〔
※
１
〕

表
内
の
数
字
に
関
し
て
は
、
編
集
の
都
合
上
、
原
史
料
で
は
ア

ラ
ビ
ア
数
字
を
使
用
し
て
い
る
部
分
を
漢
数
字
を
使
用
し
て
表
記

し
た
部
分
が
あ
る
。
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【312】旧陸軍関係戦没者の靖国神社合祀事務の協力について（通知）（昭和45年４月３日調査第278号厚生省

援護局調査課長発各都道府県民生主管部長宛）
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【
三
一
三
】
合
祀
事
務
に
関
す
る
検
討
（
資
料
）
昭
和
45
年

６
月
25
日
）

合
祀
事
務
に
關
す
る
検
討
（
資
料
）

日

時

昭
和
45
年
６
月
25
日
（
木
）
14
時
｜
18
時
30
分

場

所

靖
國
神
社
社
務
所

出
席
者

厚
生
省
援
護
局
調
査
課

小
澤
補
佐

山
野
班
長

堀

係
長

同

業
務
第
二
課

横
溝
課
長

脇
田
補
佐

元
木
係
長

神
社
側

池
田
権
宮
司

木
曽
禰
宜

（
検
討
資
料
作
成

靖
國
神
社
調
査
部
）

資
料
目
録

⑴

保
留
名
票
に
つ
い
て

⑵

再
確
認
事
項

⑶

今
年
度
名
票
上
申
の
見
込

⑷

合
祀
洩
れ
調
査
に
関
す
る
こ
と

⑴
保
留
名
票
に
つ
い
て

合
祀
洩
れ
調
査
方
法
に
つ
い
て
厚
生
省
で
検
討
中
で
あ
っ
て
、
そ
の
方

法
が
決
ま
れ
ば
各
縣
に
指
示
す
る
方
針
で
あ
る
か
ら
、
保
留
名
票
に
関

し
て
も
、
こ
の
段
階
に
一
括
し
て
解
決
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。
但
し
返

要
求
の
あ
つ
た
宮
崎
縣
は
上
記
に
拘
ら
ず
要
求
に
応
じ
て
直
ち
に
返

す
る
こ
と
。

⑵
再
確
認
事
項

１
、
戦
地
に
お
け
る
消
極
的
戦
闘
協
力
者

特
別
給
付
金
支
給
の
対
象
と
な
っ
て
居
り
、
こ
の
事
務
が
昭
和
46

年
３
月
で
終
る
こ
と
ゝ
な
っ
て
い
る
の
で
、
終
っ
た
段
階
で
検
討

す
る
こ
と
ゝ
し
、
研
究
課
題
と
し
て
置
く
こ
と
（
積
極
的
も
消
極

的
も
法
律
上
は
戦
闘
協
力
者
と
な
っ
て
い
る
）。

２
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
内
地
強
制
疎
開
中
の
死
歿
者
（
一
般
）

上
記
同
様
と
す
る
。

数
字
的
に
は
総
理
府
庶
務
課
丸
山
事
務
官
（
引
揚
者
特
別
給
付
金

に
関
す
る
担
当
）
で
わ
か
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

個
々
の
資
料
は
各
縣
に
有
る
筈
で
あ
る
。

３
、
防
空
法
に
よ
る
防
空
從
事
中
の
死
歿
者
（
七
種
類
あ
る
）

ア
）
公
務
員

日
本
消
防
協
会
（
東
京
）
及
び
各
縣
支
部
で
資
料
を
把
握
し
て

い
る
と
思
は
れ
る
。

イ
）
一

般

防
空
監
視
隊
員
及
び
船
船
防
空
監
視
隊
員
（
船
舶
運
営
会
関

係
）
に
つ
い
て
は
昭
和
44
年
７
月
に
援
護
法
が
改
正
さ
れ
た
の

で
、
裁
定
済
者
は
合
祀
可
と
思
は
れ
る
が
、
該
当
者
は
約
20
名

程
度
と
思
は
れ
る
。

４
、
他
省
関
係
｜
｜
引
揚
給
付
金
関
係
資
料
で
調
査
す
る
他
各
縣
に
つ

い
て
も
調
査
す
る
こ
と
。
厚
生
省
援
護
課
で
は
数

は
掌
握
し
て
い
る
が
、
資
料
は
持
っ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
厚
生
省
調
査
課
で
研
究
す

る
こ
と
ゝ
す
る
。

（
留
守
名
薄
等
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
み
る
こ

と
）。

ア
）
外
務
省

イ
）
運

省

ウ
）
逓
信
省
（
郵
政
省
）

エ
）
自
治
省

A
旧
警
防
団

防
空
扶
助
令
に
よ
る
扶
助
金
の
支
給
を
う
け
て
い
な
い
警
防

団
員
の
遺
族
等
に
支
給
す
る
、「
防
空
に
從
事
し
て
死
傷
し

た
警
防
団
員
等
に
対
す
る
特
別
支
出
金
の
支
給
に
関
す
る
要

綱
」
が
昭
和
44
年
９
月
５
日
自
治
省
告
示
第
142
号
で
出
て
い

る
。
こ
れ
は
昭
和
45
年
２
月
末
日
で
締
切
り
し
て
そ
の
資
料

は
自
治
省
消
防
庁
防
災
救
急
課
に
保
有
し
て
あ
る
。

個
々
に
つ
い
て
審
議
の
上
合
祀
可
な
り
。

但
し
資
料
に
つ
い
て
は
今
後
消
防
庁
と
協
議
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
又
合
祀
の
時
期
に
つ
い
て
は
公
務
員
の
取
扱
ひ
と

同
時
と
す
る
こ
と
。

オ
）
警
察
庁

同
上

５
、
法
務
関
係

Ａ
級

12
名

内
地
未
決

２
名

諸
状
勢
を
勘
案
保
留
と
す
る
。

６
、（
法
律
第
27
号
）
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
に
伴
う
事
項

ア
）
満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
隊
員

昭
和
16
年
12
月
８
日
よ
り
同
20
年
８
月
４
日
迄
の
間
に
大
東
亜

戦
の
軍
事
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
者
（
法
律
第
一
条
）
が
援
護

法
の
対
象
と
な
っ
た
。
裁
定
済
は
合
祀
可
。

イ
）
軍
人
軍
属
又
は
軍
人
軍
属
で
あ
っ
た
者
が
戦
地
で
死
亡
し
た

事
由
が
遺
族
年
金
等
の
支
給
事
由
に
該
当
し
な
い
遺
族
に
対
し

て
年
金
及
び
弔
慰
金
を
支
給
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
も
の
（
附
則

第
５
条
）（
國
会
修
正
に
よ
る
追
加
）。

逃
亡
、
抗
命
、
受
刑
中
自
殺
等

七
年
以
上
の
刑
は
軍
の
身
分

喪
失
七
年
以
下
の
刑
は
降
等

◎
期
間

昭
和
12
年
４
月
７
日
か
ら
昭
和
20
年
９
月
１
日
迄
の

間
。

◎
地
域

戦
地
（
内
地
、
台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
は
除
く
）。

◎
一
般
刑
法
で
も
大
赦
に
な
ら
な
い
よ
う
な
破

恥
罪
は
除
く
。

大
赦
令
は
第
一
回
20
・
10
・
17
、
第
二
回
21
・
11
・
３
、
第

三
回
27
・
４
・
28
行
は
れ
て
い
る
。

◎
公
務
を
拡
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。

◎
遺
族
の
心
情
に
鑑
み
て
年
金
等
の
支
給
が
考
へ
ら
れ
た
。

◎
事
務
段
階
で
な
く
援
護
審
査
会
で
決
定
す
る
。

該
当
は
350
件
程
度
と
思
は
れ
る
。

◎
合
祀
に
つ
い
て
は
援
護
審
査
会
の
判
断
の
出
た
上
で
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
た
方
が
よ
い
と
思
は
れ
る
。

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係

319



⑶

今
年
度
名
票
上
申
の
見
込

陸
軍

一
三
、
〇
〇
〇

海
軍

三
、
五
〇
〇
（
内

台
湾
一
、
〇
〇
〇
）

計

一
六
、
五
〇
〇

⑷

合
祀
洩
れ
調
査
に
関
す
る
こ
と

千
葉
縣
で
実
施
し
た
の
で
そ
の
実
体
を
調
査
し
検
討
を
加
へ
た
上

で
、
一
つ
の
方
法
を
各
縣
に
提
示
し
度
い
。（
厚
生
省
）

近
く
堀
係
長
が
千
葉
縣
へ
出
向
す
る
。

神
社
側
か
ら
も
木
曽
禰
宜
同
道
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

現
在
実
施
中
は
東
京
都
、
宮
崎
縣
が
あ
る
。
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第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係

【314】旧陸軍関係戦没者の靖国神社合祀協力事務の参考資料送付について（昭和45年８月４日調査第454号

厚生省援護局調査課長発各都道府県民生主管部長宛）

【315】別冊 某県における靖国神社未合祀者調査実施要領（〔昭和45年８月〕）



【316】〔靖国神社合祀事務協力に関する通知の廃止と戦没者の身分等の調査〕（昭和45年11月４日厚生省援護

局調査課長発各都道府県主管課長宛）

322



【317】戦没者の身分等の調査事務に関する会議の細部について（通知）（昭和46年１月５日調査第４号厚生省

援護局調査課長発各都道府県民生主管部長宛）
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第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【318】戦没者身分等調査事務担当者会議の細部について（〔昭和46年１月〕）

324



【319】旧陸軍関係戦没者身分等調査事務処理要領について（通知）（昭和46年２月２日援発第119号厚生省援護局長発各都道府県知事宛)

【320】別冊 旧陸軍関係戦没者身分等調査事務処理要領（〔昭和46年２月〕）

325

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【321】旧陸軍関係戦没者の身分等調査の実施について（通知）（昭和46年２月10日調査第47号厚生省援護局

調査課長発各都道府県民生主管課長宛）

326



【322】別紙第１ 調査を要する戦没者の範囲（〔昭和46年２月〕）
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【323】別紙第２ 戦没者身分等調査票（〔昭和46年２月〕）

【324】別紙第３その１ 戦没者身分等調査票記入要領（〔昭和46年２月〕）

328



【325】別紙第３その２ 別紙第3その1の「その他」の者の記入例及び一部軍属の記入例（〔昭和46年２

月〕）

【326】別紙第４ 戦没者身分等調査票（〔昭和46年２月〕）

329

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【327】旧陸軍関係戦没者身分等調査事務担当者会議における質疑回答票の送付について（昭和46年３月23

日調査第110号厚生省援護局調査課長発各都道府県民生主管部長宛）

【328】別紙 戦没者身分等調査事務関係質疑・希望事項に対する回答（〔昭和46年３月〕）
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【329】靖国神社合祀事務に関する参考事項（〔昭和46年３月〕）
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第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【330】旧陸軍関係戦没者身分等調査の実施について（通知）（昭和47年２月28日調査第54号厚生省援護局調

査課長発各都道府県民生主管部局長、沖縄・北方対策庁沖縄事務局次長宛）

332



【331】別紙 戦没者身分等調査事務に関する参考事項（〔昭和47年２月28日〕）

333

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



334



【332】戦没者身分等調査票の作成について（依頼）（昭和60年５月22日業一調第10945号厚生省援護局業務第

一課長発各都道府県援護事務主管課長宛）

【333】〔戦歿者身分等調査資料の便宜供与方依頼〕（昭和60年４月１日靖国神社社務所発厚生省援護局業務第一

課長宛）
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【334】〔講和条約発効後の死歿者合祀について〕（昭和60年４月11日靖国神社社務所発厚生省援護局業務第一課

長石井清宛）
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